
  

多面的機能ネットワーク 

協議会だより NO.66（2014.11 発行)  山口県農地・水・環境保全向上対策協議会 

 

平成 26年度 山口県農地・水・環境保全向上対策協議会会長賞 決定 

（平成 26年 11 月 19 日（水）農村環境の未来を考える研修会 Vol.7 で表彰します。） 

１．活動組織名 

  長門市 長門市俵山地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 

２．組織の概要 

平成 25 年度、長門市俵山地域内の既存の５活動組織と３未取組集落が話し合いを重ね、集落ごとにでは

なく地域全体で俵山の農村環境を守っていこうとの想いから、「長門市俵山地域農地・水・環境保全管理協

定運営委員会」を設立。農地維持活動は集落ごとに計画を立て、草刈りや泥上げ、自主施工による簡易な補

修などの活動を行っている。資源向上活動においては、地域全体事業として業者に発注し、水路改修や農道

舗装に取り組んでいる。 

また、俵山地域の活性化を目的に活動している NPO 法人「ゆうゆうグリーン俵山」が事務の委託を受け、

地域環境の保全活動や啓発・普及活動の支援、協定の事務処理を行ってきた。 

今後は、NPO 法人の広報紙でも多面的機能支払の活動を掲載し、俵山地域住民の関心を高めるために PR

していく。山口県内における、広域化・体制強化の先進的な事例であることが高く評価されたところである。 

  ①協定農用地面積：田 190.2ha、畑 1.61ha  計 191.81ha 

  ②資源量：開水路 52.5km、パイプライン 1.9km、農道 31.9km、ため池 2 箇所 

  ③農家戸数：213 戸 

  ④農業者以外の参加団体： 

農事組合法人 3、営農組合 3、自治会 9、婦人会 3、 

子供会 1、加工組合 1、NPO 法人 1 

３．その他特記事項 

  ・広域化による交付金の効率的な活用。 

  ・既存 NPO 法人による事務委託。（事務員 1名雇用） 

  ・NPO 法人との連携による相乗効果の期待 

    地域内外への活動の周知。（NPO の情報発信ツールの活用） 

    地域内外を含めた多様な地域資源管理の担い手の確保。（NPO が行うツーリズム活動との連携） 
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■ 活動費の繰越金と立替払をした際の金銭出納簿の記載について 

 平成 26 年度より、活動組織内での交付金の繰越が可能となりました。繰越金がある場合と活動費を立て替え 

たときの書き方についてご紹介します。                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織名：

8,000 8,000

4月12日 4 2,400 5,600 1 4月12日 　120円*20本

9月1日 400,000 405,600

9月12日 2 60,000 345,600 2 4月12日

9月12日 2 20,000 325,600 3 4月12日

9月12日 1 40,000 285,600 4 4月12日

目地（モルタル）購入費

4/12立替払い精算

内　　容

日当支払（2,000*20人）

（様式第１－7号）

平成26年度　多面的機能支払交付金 金銭出納簿

分類

支出（円）

残高

（円）

収入

（円）

前年度繰越金

１．農地維持支払及び資源向上支払

（施設の長寿命化を除く）

領収書

番号
残高

（円）

備考日付

お茶購入費

２．資源向上支払（施設の長寿命化）

…

収入

（円）

○○環境保全会

交付金の受取（第1回)

砂利購入費

4/12立替払い精算

活動

実施日

支出（円）
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【多面的機能支払交付金を活用できます！】 

資源向上活動（共同） 資源循環 

     小水力発電施設の適正管理 

水路の流量や落差など、現地の地形条件に

応じた簡易型小水力発電施設が施工された。

売電が目的ではなく、土地改良区等が管理す

る獣害防止用の電気柵へ電力を供給するこ

とを目的としている。 

発電開始と同時に、県による効果検証も始

まった。 

現在、発電量や落ち葉や土砂などの流入の

影響、浸水によるトラブルの有無などについ

て、調査・検証が進められている。 

■ 農業用水路を活用した 

「簡易型小水力発電（萩市福栄）」 

■ やまぐちの農村景観等のフォトコンテスト 

作品募集中！ご応募お待ちしています。 

立替者の領収書が必要です。 

（購入店の領収書貼付） 


